











小 川忠 彦/夙 川学院短期大学
私達 が具 象的な絵 を描 く場合 に どのような
手 順を踏 むのかを考 える と,概 ね①輪郭を取
る,② 明暗をつ ける,③ 着色す る,④ テクス
チ ャーをっ けるとい うこ とで はなかろうか。
換言す れば手描 きによる具象 的な絵柄 の成立
条 件が① ～④である と言 える。
しか し,カ ラー写真製版印刷は コンタク ト・
ス クリー ンを使用す るこ とでY(イ ェ ロー)
M(マ ゼ ンタ)C(シ ア ン)K(ス ミ)の プ
ロセスカ ラー4色 のみで①～④ の条件 を満た
している。 コンタク ト・スク リー ンには最 も
一般 的な網 点の ほかモザイク,万 線,砂 目な
どの種類 が ある。過去 に網点 とモザ イクの ス
クリー ンで原画 を分解 し,シ ナ材 を使用 して
点 や面 の深 浅を作 り,影 の7淡 で絵柄 を再現
した作 品を数点制作 した。今 回は点,面 に次
ぎ,線 によ る作品化 を試 みた。
前述 のよ うに写真製版 印刷 に使 われ るスク




を奥行の深浅に置換 した もので,同 じ太 さの
平行線で写真のような図像を再現することは





















「ウッデ ィ・ス トライプ ・ビー ナス凹」
515mmx364mmx20mm
シナ材2004年
ウッデ ィ ・ス トライプ ・ビーナス凸
515mmx364mmx20mm
シナ材2004年
「ウッディ ・ス トライプ ・ビーナスの誕生凹」
1107mmx1598mmx30mm
シナ材2004年
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